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１． 四半期業績の概況の作成等に係る事項 
 

売上高（又はこれに相当する事項）の会計処理の方法の 
最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無     ：  無 

 

２．平成16 年 3 月期第 3 四半期業績の概況（平成 15 年 4 月 1 日～平成 15 年 12 月 31 日） 
 
 (1)売上高           （記載金額は百万円未満切捨）   

期        項目 売上高 増減率 

 百万円 ％ 
16 年 3 月期第3 四半期 

15 年 3 月期第3 四半期 

24,917 

26,098 

△4.5 

－ 

(参考)15 年 3 月期 35,674 － 

   平成 15 年 3 月期第3 四半期の売上高についての開示は行っておりませんが、当第 3 四半期と同様の方

法により算出したものです。 

 

   当第 3 四半期におけるわが国経済は、円高、デフレ傾向の持続など引き続き厳しい状況で推移いたし

ました。 

   このような状況のもと、当社グループの売上高は、動力伝動・搬送関連事業において、二輪車用チェ
ーンが円高の影響もあり、海外補修用が減少し、前年同期を下回りました。 

   その他の事業においては、農業機械用ホイールは前年同期を上回りましたが、二輪車メーカーの輸出

機種の生産減少の影響を受け、バギー用ホイール、スポークが大幅に減少したことにより前年同期を下
回りました。 

   これらの結果、当第 3 四半期の連結売上高は、24,917 百万円（前年同期比4.5%減）となりました。 

   当社グループの売上高は期末に集中する傾向が強いことから、例年第 1 四半期及び第 3 四半期の売上
高が通期の売上高に占める割合は低くなっております。 

 
 (2)当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
    該当する事象はありません。               

 

３．平成16 年 3 月期の連結業績予想（平成 15 年 4 月 1 日～平成 16 年 3 月 31 日） 
   業績は概ね当初予想どおり推移しており、業績予想の変更はありません。 

 

 ※ 予想値は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は、今後の
様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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